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要 約

フィールドにおける消石灰の経時的な劣化について検討するため，季節ごとにいくつかの試験区域に消石灰を散布
し，経時的な水酸化カルシウム割合の測定及び消石灰有効性確認試薬による色の変化を測定した．その結果，全体を通
じて 1週間程度でほとんどの水酸化カルシウムが炭酸カルシウムに変化していることが明らかとなった．並行して検討
に用いた試薬は，消石灰表面に滴下した色の変化と水酸化カルシウムの割合の変化が一致することが示され，現場での
簡易的な試験として十分用いることが可能であることが示された．さらに，畜産現場における消石灰の使用実態を調査
したところ，散布間隔が長い農場が多く，消毒効果がなくなっている可能性がある．今回用いた試薬を利用することで
今後消毒効果を保持し，かつ効率よく散布を行えるようになると考えられる．
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